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  宇宙の写真のいくつかは、ほかの人に見せるのがすごくもったいないと思う
ことがあります。こんなことは、遠い遠い宇宙の写真を撮ったときに、よく
あります。この新しい、目をみはるほど素晴らしい写真は、ヨーロッパ南天
天文台で撮ったものですが、これがそういう一つの例です。この写真に写っ



ているのは、あまり知られていませんが、宇宙のガスと塵（ちり）でてきて
いる、ガム１５星雲です。

  この写真を撮ったのは、地球上でも最も厳しい環境の土地につくられた大望
遠鏡です。そこは、とっても乾いていて、町からとてもはなれたところ、南ア
メリカのチリ共和国のアタカマ砂漠です。そこはとっても荒涼（こうりょ
う）としていて、よく火星の風景にたとえられます。科学者は後に使う予定
の、火星の生命探査機の走行テストに、この砂漠を使うくらいです。そして
もちろん、ここではなにも生命は発見できません！

  こう書くと、アタカマ砂漠は誰も行きたくない土地のようですが、望遠鏡に
とっては理想的な土地です。水はとっても少ないので、雲がかかって夜空をお
おうことも、まずありません。おまけに近くに都会や町はもちろん、家一軒
ありません。ということは、光害もなければ、電波が出ていて観察をじゃま
することもありません。

  しかもアタカマ砂漠は、とっても高いところにあります。そこは海面から２
５００メートルにもなる場所です。望遠鏡は、高いところに設置すればする
ほど、観測する星の光が通らねばならない空気が少なくなります。地球の大
気は、宇宙から望遠鏡までやってくる星の光を、ぼやかしたり、散らしてし
まったりします。星がキラキラ光って見えるのはそのためなのですが。

  ありがたいことに、これら全ての良い条件のおかげで、アタカマ砂漠のよう
な不毛の地につくられた望遠鏡は、この写真のように宇宙のすばらしくはっ
きりとした画像をとらえることができます。

 Cool Fact

This Space Scoop is based on a Press Release from ESO. 
ESO 

      

  ガム１５のような星雲は、数百万年にもわたって何千も
の星をつくりだします。
（ガム15は、オーストラリアのガムさんが集めた星雲の
うち15番目のものです）
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